
馬淵川自然再生事業（馬淵大堰の魚道整備）の取り組み

・馬淵川には、アユ,ウグイ,ウツセミカジカ,サクラマス,サケ,イトヨ,モクズガニなど海と川、川の上下流を行

き来する多様な魚介類が生息しています。

・中には、ウツセミカジカ,サクラマスなど絶滅が危惧される貴重な魚介類が含まれています。

・馬淵川は、「サケの捕獲・採卵(青森県で奥入瀬川についで２番目)」、「中流はウグイの産卵場」、「中上

流域はアユ釣り」など漁業や遊漁に利用されています。

馬淵川の現状
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・馬淵大堰の両岸には魚道が設置してありますが、流れが速くサケなど大型魚は上れますが、遊泳力の弱い

小型魚や底生魚であるアユ,カジカ,モクズガニなどが上下流へ移動しにくい環境になっています。

・これらの魚介類が上下流に移動できないと、「産卵→ふ化→仔魚→降下」ができなくなり、数が減少し馬淵

川から見られなくなることが危惧されます。

馬淵川の課題



・かつての馬淵川は、魚介類の生息,上下流への移動が容易であるなど、自然環境に配慮された魚がすみやす

い河川でした。馬淵大堰の整備に伴い、魚道の設置など河川の自然環境を保つよう生態系に配慮してきま

したが、魚介類の移動がより容易となるよう改善・工夫することとしました。

・このため、自然豊かな馬淵川への復元を目的に、馬淵大堰の魚道を改良し、魚介類が上下流に移動しやすい

環境を形成します。

事業の目的

馬淵大堰の整備前後の比較
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馬淵大堰の魚道は魚が上りにくいままです。 馬淵大堰の魚道は魚が上りやすくなります。
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